
■e-AMANOとNXの連携項目(賞与支払届登録)

① 連携対象項目
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② 各システムの該当箇所

(1) 電子申請義務化

■被保険者賞与支払届 ■[共通]→[人事マスター保守]の基本情報

■[共通]→[人事マスター保守]の給与情報

■[給与]→[賞与処理]の賞与データ修正

備考

○

○

○

○

e-AMANO上の氏名ではなく、NXの氏名が使用される。

e-AMANOの「被保険者整理番号」に連携される番号の条件は以下の通り。

　1.社会保険区分が「健保」「健保・厚年」（＝社保事業所の健康保険種別が0以外）の場合、

　　健保の資格取得届の被保険者番号を取得して連携する。

　　取得できない場合、厚年の資格取得届の被保険者番号を取得して連携する。

　　厚年も取得できなければ空白を連携する。

　2.社会保険区分が「厚年」（＝社保事業所の健康保険種別が0、厚生年金種別が1以上）の場合、

　　厚年の資格取得届の被保険者番号を取得して連携する。

　　取得できなければ空白を連携する。

NXの「被保険者整理番号」が6桁を超過する場合は前方を切り捨てて連携する。

70歳以上被用者の場合は登録が必要な項目となる。

基礎年金番号が登録されていないと連携時にメッセージ[基礎年金番号が未入力の為、空白で連携しました。(MXGEGV_W_00153)]が出力される。

エラーではなくワーニングであるため、e-AMANOへ登録はされる。

健康保険組合のみの場合は、空欄固定。(データ連携しない)

e-AMANO上の氏名ではなく、NXの氏名(カナ)が使用される。

項目 NX→e-AMANO連携対象 e-AMANO→NX連携対象

氏名

生年月日

被保険者整理番号

基礎年金番号

備考・70歳以上被用者届のみ提出

×

×

×

×

×

氏名(カナ) ○ ×

備考・同一月内の賞与合算 ○
当該個人の同月支払いの賞与台帳が複数ある場合、「同一月内の賞与合算」のチェックONとなり、

「初回支払日」には同月支払いの賞与の支払日のうち最も早いものの日付をセットする。

×

×

×

×備考・二以上勤務

現物支払額

×

備考・70歳以上被用者

○

○

○

○

当該個人の同月支払いの賞与台帳が複数ある場合、該当する台帳の金額を合算した値を連携する。

NXの「70歳以上被用者該当」がONかつ、社保区分「健保」、対象年月日「支払日(*1)」で社会保険情報を取得し、

取得した戻り値.資格取得日＝0(資格なし)の場合、ON、それ以外は、OFFを連携する。

賞与支払年月日

当該個人の同月支払いの賞与台帳が複数ある場合、該当する台帳の金額を合算した値を連携する。通貨支払額

○

×○

【健康保険組合】健保固有項目 ○ × 健康保険組合の場合のみ連携。

【健康保険組合】事業所番号 × × e-AMANOの事業所情報に登録されている情報を使用する。(データ連携しない)

【健康保険組合】被保険者証番号 ○ × 健康保険組合の場合のみ連携。

e-AMANO側のデータ表示位置 TimePro-NX側のデータ表示位置

黄色枠は連携対象外の項目（理由は、未対応、NX側に対応する項目が無い、他の連携処理で連携する為、内部処理用なので連携不要など）赤色枠は双方向で連携する項目 緑色枠は双方向ではなく片方向のみ連携する項目
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当該個人の同月支払いの賞与台帳が複数ある場合、

「同一月内の賞与合算」のチェックONとなり、

「初回支払日」には同月支払いの賞与の支払日のうち

最も早いものの日付をセットする。
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■[設定]→[システム設定]の賞与区分設定
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